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シュローダー・インベストメント・マネジメント株式会社 

2024年8月5日、シュローダー・インベストメント・マネジメント株式会社の以下ファンドの基準価額が、前営業日比5％

以上下落しましたので、お知らせいたします。

■ 基準価額が前営業日比5％以上下落したファンド

日本株式

海外株式

内外株式

（2024年8月5日基準）

ファンド名 基準価額 前営業日比
前営業日比
騰落率

シュローダー日本株式オープン 17,973円 －2,655円 －12.87%

シュローダーＤＣアクティブ日本株式 19,970円 －2,953円 －12.88%

シュローダー日本ファンド（野村ＳＭＡ・ＥＷ向け） 19,073円 －2,892円 －13.17%

シュローダー日本ファンド 27,400円 －4,187円 －13.26%

シュローダー日本ファンド（野村ＳＭＡ向け） 27,055円 －4,117円 －13.21%

シュローダー日本ファンド（確定拠出年金向け） 38,602円 －5,893円 －13.24%

シュローダー厳選グロース・ジャパン 26,522円 －3,671円 －12.16%

シュローダー年金運用ファンド日本株式 20,495円 －3,044円 －12.93%

シュローダー日本株ESGフォーカス・ファンド 14,582円 －2,140円 －12.80%
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ファンド名 基準価額 前営業日比
前営業日比
騰落率

シュローダー・ユーロ株式ファンド 為替ヘッジなし 11,358円 －663円 －5.52%

シュローダー・ユーロ・エクイティ・ファンド 為替ヘッジなし
愛称：ユーロの匠

10,561円 －617円 －5.52%

シュローダー・ユーロ株式ファンド 米ドル投資型 12,626円 －891円 －6.59%

シュローダー・エマージング株式ファンド（３ヵ月決算型） 10,723円 －601円 －5.31%

シュローダー・エマージング株式ファンド（１年決算型） 17,076円 －957円 －5.31%

ファンド名 基準価額 前営業日比
前営業日比
騰落率

シュローダー・アジアパシフィックＥＳＧフォーカス・ファンド
（資産成長型）

20,429円 －1,658円 －7.51%

シュローダー・アジアパシフィックＥＳＧフォーカス・ファンド
（予想分配提示型）

9,364円 －751円 －7.42%
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シュローダー・インベストメント・マネジメント株式会社 

■ 基準価額の主な下落要因

日本株式

日本株式市場は前営業日の急落から、さらに下落幅を拡大して続落し、基準価額も大幅に下落しました。8月2日の米

国時間での米雇用統計が、予想を下回って弱い内容となったことから米国景気の悪化を織り込む形で米国株もハイテク

株を中心で大きく下落しました。また円高も加速したことを受けて、8月5日の市場は寄り付きより大きく下げて、日中も円

高、株安が加速しました。リスク・オフ相場以上に投げ売り相場となっており、過去の歴史的な下落相場のようなバブル崩

壊や経済的なショックがない中では、売られ過ぎの展開となりました。前営業日と同様に、ハイテク株や金融株、また円高

進行を受けた外需関連などで、株価下落が極端に大きくなりました。

海外株式

8月に入り、米景気指標の軟化などを受け世界の株式市場はリスクオフの様相を呈していたなか、8月2日に発表された米

国雇用統計が予想を下回って弱い内容となり急速に景気後退懸念が広がり、更に株式市場が調整しました。また、為

替市場でも、予想を下回る雇用統計を背景に、米連邦準備制度理事会（FRB）による金利引き下げ観測が広がり、

日米金利差縮小が想起させたことがドル安要因となったほか、7月末の日本銀行の金融政策決定会合における利上げ

決定による円高の流れが継続したことから、日本円での基準価額が大きく下落しました。

内外株式

シュローダー・アジアパシフィックＥＳＧフォーカス・ファンド（資産成長型/予想分配提示型）が保有する「シュローダー・ア

ジアパシフィック（除く日本）株式サステナブル投資マザーファンド（以下、「アジアマザー」）」と「シュローダー日本株式サ

ステナブル投資マザーファンド（以下、日本マザー）」の基準価額が下落したことが背景です。アジアマザーは、アジア株式

市場が、8月2日に、前営業日の米景気指標の軟化などを受け下落したことや、為替相場で、軟調な米景気指標を受け

てFRBによる金利引き下げに基づく日米金利差の縮小観測から、円高ドル安の流れとなったことが背景となり、下落しまし

た。また、日本マザーは、8月5日に、前営業日の米国株式の下落や円高の流れを受けて、過去の歴史的な下落相場に

見られたようなバブル崩壊や経済的なショックがない中で、売られ過ぎとなるほど調整した影響を受けて、大きく下落しまし

た。
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3 シュローダー・インベストメント・マネジメント株式会社 
金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第90号  

加入協会：一般社団法人投資信託協会、一般社団法人日本投資顧問業協会、一般社団法人第二種金融商品取引業協会

本資料をご覧いただく上でのご留意事項

投資信託に係るリスクについて 

投資信託は、主に国内外の株式や公社債等の値動きのある証券を投資対象とし投資元本が保証されていないため、当
該資産の市場における取引価格の変動や為替の変動等により基準価額が変動します。したがって、投資家の皆様の投
資元本は保証されているものではなく、基準価額の下落により、損失を被り、投資元本を割り込むことがあります。運用に
より信託財産に生じた損益はすべて投資家の皆様に帰属します。なお、投資信託は預貯金と異なります。

また、投資信託は、個別の投資信託ごとに投資対象資産の種類や投資制限、取引市場、投資対象国等が異なること
から、リスクの内容や性質が異なりますので、ご投資に当たっては、事前に最新の投資信託説明書（交付目論見書）や
契約締結前交付書面をよくご覧ください。 

投資信託に係る費用について 

投資信託にご投資いただくお客様には以下の費用をご負担いただきます。

◼ 購入時手数料： 上限3.85%（税込）

投資家が投資信託のご購入のお申込みをする際に直接ご負担いただく費用です。投資信託によっては、換金時
（および償還時）に「ご換金手数料」等がかかる場合もあります。

◼ 信託財産留保額： 上限0.7%

投資家が投資信託をご換金する際等に直接ご負担いただく費用です。

◼ 運用管理費用（信託報酬）： 上限年率2.20%（税込）

投資家がその投資信託を保有する期間に応じて間接的にご負担いただく費用です。

◼ その他の費用・手数料： 上記以外に保有期間等に応じてご負担いただく費用があります。ただし、運用状況等に
より変動するため、事前に料率、上限額等を示すことができません。

※上記の費用の合計額については、投資家の皆様が投資信託を保有される期間等に応じて異なりますので、上限額等
を事前に表示することができません。詳細は投資信託説明書（交付目論見書）、契約締結前交付書面等でご確認く
ださい。

お申込みに際してのご注意等

上記に記載しているリスクや費用につきましては、一般的な投資信託を想定しています。投資信託に係るリスクや費用は、
それぞれの投資信託により異なりますので、詳しくは投資信託説明書（交付目論見書）や契約締結前交付書面をご
覧ください。上記に記載している費用料率等に関しては、シュローダー・インベストメント・マネジメント株式会社が運用する
すべての投資信託のうち投資家の皆様にご負担いただくそれぞれの費用における最高の料率を記載しております。

本資料は、シュローダー・インベストメント・マネジメント株式会社（以下「弊社」といいます。）が設定した投資信託に関す
る商品説明資料であり、法令に基づく開示書類ではありません。投資信託は、金融機関の預貯金と異なり、元金および
利息が保証されている商品ではありません。投資信託は、預金または保険契約ではなく、預金保険および保険契約者保
護機構の保護の対象ではありません。投資信託は、銀行等登録金融機関でお申込みいただいた場合は、投資者保護
基金の支払対象ではありません。お申し込みの際は、販売会社よりお渡しする「投資信託説明書（交付目論見書）」
の内容を必ずご確認のうえ、ご自身でご判断ください。本資料は、作成時点において弊社が信頼できると判断した情報
に基づいて作成されておりますが、弊社はその内容の正確性あるいは完全性について、これを保証するものではありません。
本資料中に記載されたシュローダーの見解は、策定時点で知りうる範囲内の妥当な前提に基づく所見や展望を示すもの
であり、将来の動向や予測の実現を保証するものではありません。市場環境やその他の状況等によって将来予告なく変
更する場合があります。シュローダー/Schrodersとは、シュローダーplcおよびシュローダー・グループに属する同社の子会社
および関連会社等を意味します。本資料を弊社の許諾なく複製、転用、配布することを禁じます。
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